
 
 

 

 

 

 

 

  

2017年７月に国連で採択された各兵器禁止条約、これまで７０カ国が調印し、
２２か国が批准しました。世界の３分の２の国が条約の早期発効を求めていま
す。批准に背を向ける日本政府。私たちに求められている運動について学びま
す。講師の土田弥生さんは日本原水協事務局次長・国際担当で、国連やＮＰＴ会
議に参加し、ＩＰＢ（国際平和ビューロー）副会長としても活躍しています。 

今年も７月１６～２６日まで平和行進が行われます。第１回
の実行委員会を開きます。コースの設定など確認します。す
べての組織・地域からの参加をお願いします。 

 岡山県原水協は４月度（第１１３回目）の６・９行
動を４月９日におこないました。この日の行動には中
尾代表理事をはじめ県労会議、自治労連、高教組、新
婦人、人権連、共産党の代表と事務局から１０名が参
加しました。中尾代表は「２０１７年に採択された核
兵器禁止条約はこれまで７０カ国が調印し、２２カ国
が比准しました。５０か国が批准しその９０日後に発
効します。国連では加盟国の３分の２を超える国々
や、市民社会が禁止条約を支持し、条約の早期発効へ
と行動を強めています。残念なことに唯一の戦争被爆
国の日本政府は条約に背を向けています。日本政府に
条約批准を迫りましょう。ヒバクシャ国際署名はその
おおきな力になります」と、署名を訴えました。 
 年度はじめとあって、真新しいスーツに身を包んだ
新社会人がたくさん通る岡山駅西口さんすて前。「『核
兵器』と聞いたので関心を持った。自分は広島の者で
す。新人研修で岡山にきました」とさわやかな表情で
署名に応じてくれました。 
 昼休みの短時間の行動でしたが２３筆の署名が寄
せられました。 
（写真・右上 署名を訴える住寄さん、下右 鷲尾さん 下左 

中尾代表 いずれも４月９日岡山駅西口さんすて前） 


